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はじめに

ヱジデトにおける労働運動は． 「モ，、メッド・

-y-1）ーの〕専売昔話崩嬢後の経済？，＇{i)J'.tと19世紀後半

期のT!f場経済の導入の結采として発生した。専売

制のtviJ裂は，国家的規較での代詩産y~を育成する

ことなく，外国人の投資活動に道を聞いてしまっ

た。国家の負債，農業土地会社，抵当信用，水道・

ガス・電気供給などの公益事業，および運輸・通

信などに膨大な量の外国資本が投下さ九たc

これら企業の設立によ，》て筋肉労｛勤者に対する

需要がtN加した。これらの企業の冶働者たちには

三~）の要素が含まれてヤた。（1I農村社会からの

移動者，主に都会に職を求めてやってくる土地無

き農民，（2）ヨーロッパ商品との競争に難儀してい

る若干の手工業者，（3）職を手に入れ，キャプチュ

レーションの利得にあづかろうとしてエジプトに

移住してきた地中海諸国の失業したヨーロッパ人

熟練労働者。 19世紀最後の10年間には、これら三

つの要素がエジプトの労働者階級を構成していた

（注1)

（｛主 1) 州著， alそ'Iarakat幽ul-Ummalieya Ji Mi子r

ラウーフ・アッパース

（木村 博訳〉

1899 1952, Cairo, 1968, pp. 45-46.〔Thelabour mo-

vc111cnt in Egypt 1899-1952〕

I 労働運動の勃興

これらの企業における労働条件は劣悪をきわ

め，労働時間には制限がなく，賃金は低かった。

1日当りの労働時聞は平均して13～17時間であっ

た。そこで， 1日10時間労働制を獲得することが

さ日時の労働宥階級の主要な要求で、あったl:it l ：，。最

而民おむ末現l棟労働者で 1日3ピアストル，熟練

労働背で 1日8ピアストJレであった。そしーて，た

とえエジイト人労働者が〔ヨーロメノ；人労働者と〕

同一資格を有していても，ヨーロッパ人労働者の

方がエジプト人労働者よりも賃金において優遇さ

れていた。

1叶H：紀J＆後の10年と20世紀の初頭に，エジプト

人労働者階級；まストライキを組織して待遇の改善

を張求した。われわれは，これらのストライキの

正確な開始時期に関しては適切な資料を持ちあわ

せていないけれども， 1899年12月にタパコ製造労

働者が組織して3カ月間続いたストライキに関し

て，突然，豊富な資料に出くわすことになる。

このストライキは十分な組織化を行ない，労働

者たちはエジプトで最初の労働組什を結r＆した。

このことは，われわれに，このストライ干に先行

していくつかのストライキが存在し，エジプト人

労働者階級がそこで訓練を積んでいた二とを確信

させている。モハメッド・ファリード Mohamed
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Faridは， 1894年にポート・サイド PortSaidで

ストライキがあったと述べ，さらに， 7ストライ

キはエジプトを襲ったヨーロッパの病気の一つで

ある」（注目と主張した。このことは， 1890年代の

初めに，エジヅトに労働者のストライキが存在し

ていたこ土を古味してヤる。

20世紀最初の10年聞には，ヨーロッバ人によっ

て組織された労働ストライキが多数発生し，これ

にエジプト人労働者が参加している。これらのス

トライキは，資本に対するif同協争の紅肢をねむ

という意味において，エジプト人労働者階級に対

して絶好の機会を与えた。これらのストライキの

成果はきわめて限定されたものであった。し／；＞し

このストライキは， 「労働者協会jとVて知られ

ている労働組合の設立を，エジプト人労働者たち

に十分に鼓舞したものであった。しかしながら，

これらのほ！？ドは官憲の攻撃を受けて短命に＇l~ てて

しまった（引＇.＼）。

1907年の経済恐慌の結果，生計費が替しく増加

した。同時に，企業家たちは賃金を引きドげ，労

働者の数をJ'jlji)，えした。工ジヅト人労働？？階級は，

再び労働組合を結成し，経済的諸要求を崎げて闘

争を続けた。民族主義運動のブ、ノレジョア的指導は

大方が外同系企業に対するIJ:.1争を支持Lてし、た。

1908年10）！，カイロ鉄道株式会社 CairoTram 

Companyの労働者が， 1日の労働時間を13時間

から 8時間に短縮すること，賃金の40%アップ獲

得，有給休日！完ど病気休暇の獲1¥），，賃金と外迭とに

関してヨーロッパ人と同等扱ν、にするよニと， ｝5働

組合に対する会社の承認を獲得することなどを掲

げてストラ fキに突入した。二のスト勺 fキは十

分な組織化が行なわれ，制民党 theNationalist 

Partyによって支持されはしたものの，要求項目

の獲得には成功しなかった。そして，瞥奈は労働
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者を攻撃し， 180人が逮捕され，裁判にかけられ，

!zl:1 l罰された。このストライキでil，エジプト人山

指名1による最仰の労働組合の結成がもたらされた

にとどまった。

労働運動に対する国民党の支持は，イギリスの

占領に対する民族主義闘争に労働肴階級，農I'c,

知識人を組み込むなめの戦術；斗すよ＂fよかった。ーニ

の目的を果たすために，党は， 1910年にニカーパ

トァ－ウッ "7-iレ・？ル・サナ－（ イー・アル・ヤダウ r

’Nigabat Urnmal al -~anii'i'i al Yaclawiya （職人勺

働組合）を設立した。この組台は，アレキサンド

リア Al巴xandriaとマンスーラ Mansuraとタン

7 Tantaに支部を設け，カイロ iii内の労働者円

れj山氏アyレ・十ト－／千 fーヤ alSalitiyaにクラブを

投慨した。クラブでは，労働者の意識を覚醒する

ために〔注4〕連続講演を企画した。労働組合の組合

反応玖は1909年の川リ人からlリ12午の3139人，，と

増加した位5）。

占領当局は，国民党を弾圧することによって民

族主議運動を排除した。党の指導者モハメッド・

ブ f リードは亡命のやむなきにいたった。国民党

の弾圧は労働組台への厳しい攻撃を伴った。第l

次世界大戦の初めに，占領当局は戒厳令をひき政

治i，~内を弾圧し労働組合を解体した。

（，に1) Colon〕l"¥ 11arcel, L’E,・olut;ion de L’ 

Eιyj,te 1924-19.,0, p. 186. 
(il 2〕 M口hamedFarid, Tm・'ikhMir1・ min Ibti・ 

da, 1891, masihtya, manuscript, Part 4, p. 79. 

(, L 3〕 Colomhe, M., op. cit., p. 187. 

川 4) 拙工；・・；：， ψ cit.pp. 5'l一 Ci4.

Ci主5) Iryan, Mileka, 1'1.arkt;iz Mi~r・ al-Iqtitadi

Cairo, 192:1, p. 88. 

II 両大戦JUJにおける労働組合の形成

エジプト人労働者階級の展開に関してこつの要

素が戦争によって発展させられた。（1）戦時中の工
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業生産の増進のおかげで労働者殺がゆ07年の 15万

7269人から1917年の63万9929人へと増加した。（2)

戒厳令のために労働組合主義が後退し，労働1£-は

経済的諸要求のために闘うことができなくなった

州 1〕。戦時中に，生計費のほうが， 2倍上昇した

にもかかわらず、平均賃金は固定Lたままごあっ

た的2）。

民族ブルジョアジーの団体であるワアド al-

Wafdの指導のもとに，労働者階級が1919年の民

族主義革命に努力Eしたととにはそれなりの理由が

めった。革命は．労働組合の再主主ト二地好の持会を

提供してくれた。

ij引をになと3と，労働条件は悲松江ものとなり，

戦時中に軍当局が設立した工業の大半が営業を停

止し，多数の労1識者治、；｝織を失ったす労髄力供給が

労働市場における需要を波ぎ，江主を引き下けて

いた。が，他方，生計費は第1表(11:3〕にみられる

ごとくま告加していた。

第 1表生計資（1913-14ニ 100%)

年 次 （i 分ゃ
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それゆえ，労働者与は生計維持が同難となった。

労働法の制定と失業者に職を与えることを要求し

てストライキが打たれたのこれ九の状況は労働

者階級における社会主義者の政治活動に恰好の雰

同気を提供十ることになしさムにiま労働手？の階

級意識を目覚めさせることとなった。

Cit 1) Alxiul Azim Ramadan, Tatawwural-

!Iara長atcl IV atanlya fi fo.fi:1・ 1818-1936, Cairo, 

1968, p. 82. 

（注2) National Bank of Egypt 1898-1948, 

Cairo, 1948, p. 50. ( (i：；立50周：ド心念号）

（注3) Ibid, p. 51. 

皿エゾプト共産党

1918年早々，在留外人の居住するアレキサン 1:

）ア，カイロ，ボート・サイドなどの大都会に，

エジプトで最初の革命的社会主義者の細胞が出現

Lた。さらに2年後には，アレキサンドリアで，

イタリア系の宝石商ヨセフ・ローゼンターJレJo岨

seph Ro日 nthaliJ！エジプト社会党 EgyptianSo-

ccialist Partyを設立した。かれほ， 20世紀の初め

から労働組合を組織化して「経済闘争の中心およ

♂イデオロギ一司ii悼の場」たる連合体にまで発展

させるために努力していた。 1921年 1月，わずか

:moo人のメンパーからなる連合が結成された。

時をi戸］じくして，エジプト知識人グ1［，，ープが社

会主義研究のための「協会」の創設を計画してい

た。かれ「〉改，アレ干サンドリアの社会党のこと

を耳にして，ローゼンターノレと連絡をとり，つい

にその党 一アレ今サンドリアiこ支部を残してカ

イロに〔本部を〕移転してヤたーーに加わった。

ヨセフ・ローぜンタールは，外国人の影響がは

L、り込むことを避けて党の綱（況には手をつけなか

った。綱領の作製は，サラーマ・ムーサ Salama

¥1usa，アリー・工 7レ・イナニ Aliel-Inani，モハ

メッド・アブドウッラ・イナム MohamedAbdulla 

Inan，マフムード・ホスニー・アJレ・ウラーピ－

Iv1ahmucl Hosni al-lJrabiによって着手された。

綱領によると，党の政治的目標は，エジプトの

解放とイギリス軍隊の撤退，帝国主義・軍国主義・

独裁に対する闘争，独立に対する人民闘争の支持，

そして秘密条約の廃止などにおかれていた。そし

て，経済的目標ι 社会主義国家を設立し天然資
源と生産力とを大衆の福利のために利用するこ
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と，生産物の分配は個人の生産能力と資格とに応

じてなされるべきこと，資本主義的競争を廃止す

ることなどであった。さらに，社会的目標は，す

べての男女に対する無料での教育、民主主義を普

及すること，賃金引き上げと社会保険の実施によ
オザヱン与

る労働条件の改善，東洋女性の解放などであった。

労働組合と議会および県議会の社会主義者に従っ

た政治的闘争によってこのプログラムを実行すべ

きであり，しかも選挙は自由になされ投票は女性

をも合めた全エジプト人に保証されるべきである

と党は述べてし、た（注1）。

党は全く穏健で革命的な行動や階級闘争を回避

していたけれども，社会主義はイスづームと社会

保d1Hこ反するものである（；に2、と主張す鳴る激しい反

動主議選動が始まった。自由派の知識人として有

名なモハメッド・フセイン・ヘイカノレ Mohamed

Hussein Heikal・は，社会主義は農業国とくにエ

ジプトにはふさわしいものではないと主張した

C/lc:l) 。

党の指導者の 1人サラーマ・ム一千i土党を弁護

した。かれは論説のなかで、iti：日地主と小作人の

riaには矛盾はなく党は両者の支持者であるべきで

あると述べている。また， 5.}ljの論説では（注5），党

は皮共産主義でありフェピアン協会のイデオロギ

ーに従い「革命あるいはクーデターなしの発展」

をスローガンとしているとi主べていらっ

ところで，カイロの党の指導と 7レキサンドリ

ア支部の過激派メンバーとの間にイヂオロギー論

争が起こっていた。1922年7}-J3011，アレキサンド

リアの過激派メンパーは他の支部の過激派メンパ

ーをアレキサンドリアに招待して会議を聞いた。

この会議では，アレキサンドリア支部を党の本部

とし共産主義を党の教義とすべきであることを

決定した。そして，党の名称は「コミンテルンの
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エジプト支部，エジプト社会党」と改名された

（注6）。

新しい組織の指導者は，ヨセフ・ローゼンター

ル，アL トゥーン・ ＂＇＜＇lレーン Ant日n}lfar口n、マ

フムード・ホスニー・アル・ウラーピーであ＇）た。

ウラーピ一二l入コミンテルンへの加入を申請する

ために‘モスケワで聞かれた第，1[r立コミン子 7レン

大会に派遣された。帰国後の報告は，もしも党が

その名称、を「エジプト共産党」と変質し，農民の

ための綱領を用意し， ヨセフ・ローゼンターノレと

他のヨーロッパ人メンパーを放避しなければ、コ

ミン干；，，ンはエジプト社会党を支部として承識で

きない川、＇；と述べていた。

El:2'.l半 J)j，会議が聞かれ党の名称変区を井議

し，新綱領を認めた。この綱領では，党が工Eジプ

トとスダーンの解放に向って内外の敵に対し共闘

を組むため岡国人民の関係を強化すること，帝国

主義と戦うために民族ブルジョアジーと民族戦線

を編成すること，スエズ運河の国有化、 lJJ｛立とキ

γJヂュレーションの廃止，労働組iiの組織也と

その法的承認の獲得， 1日8時間労働，エジJ ト

人ヲJmh者とヨーロッパ人労働者のfi金の平等，そ

して生産者協同組合と消費者協問組合の創設など

のために闘うことを述べていたo

党は，綱領の一部を農民のためにさいて，大規

開土地所有の廃止， 100フェッグン以上の保有地

主没収しそのi史収地を土地無き農民i二分配するこ

と・あるいは農民ソビエト peasantrySovi巴tsに

よっご杭営される「人民農場jとすべきこと，土

地所有面積30フェッグン未満の農民の負債を張消

しにし，所有面積10フェッダン未満の農民の地租

を廃止することなどを要求した他8〕。

新綱領を公表するやいなや共産党は，ヨセフ・

t1ーゼン乍－1レによって1921年に設立された労働
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組合連介を再編成した。 192:-lif2月には，党の打

ち出した「直接行動」のスローガンが実行にうつ

されアレキサンドリアで労働ストライキが行なわ

れた。ゼネストを組織す『るための試みがなされた

が，占領当局以ホスニー・7ル・ウラーピーとアン

トゥーン・マノレーンおよび連合の2人の指導者ノ、

ッサン・ホスニ一 HassanHosniとアミーン・ヤ

ヒア Am1nrァε~ia とを逮捕した。かれらは．軍

事法廷に付託された位9¥ 

1923年の憲法発布は共産党によって皮対された

位10）。このことは，おそらく，ワフドや民族ブ、ル

ジョアジーに対する党の態度を意味すらとい］時

に，経済的i要求に対するプロレタリアの闘争を

組織化することによって「直接行動」を正当化す

るものであった。

ストライヰーに突入する古!jに，共産党は‘ ｝ブフド

の指導者かつ党首であるサード・ザ、グルーノレ Saad

Zaghlul にたいし，労働組合の法的承認の発令，政

府による失業者のための職業斡旋所の設立，生活

水準向上のために土地無き良民の労働組什形成，

およびソビエト連邦の承認などを勧告した山11）。

ストライそは， 1923ifll月｛乙端を発し、 19三4年

3月まであiEV、た。アレキサン；ケリアでは労働者た

ちが工場を占拠し，企業家を放遂した。問時に，

カイロでもストライキが勃発した。

1924午JJJ，政府が秋序利益1のために仲裁に乗

り出しストライキ運動を訓除した。内務政務次官

ガマーlレ・エッ・デ、ィーン Gama!ed幽DinPasha 

が実状調査のためにアレキサンドリアに派遣され

た。ガマールはカイロに帰つての閣議報告で、最

善の解決策は共産党と労働組合連合の両者を解体

することであると述べた。瞥察は両組織の根拠地

とメンバーの家屋を攻撃し、メンバーを逮捕し証

拠書類を押収した位問。刑法に新条項が加えられ

ー人時社会に対し革命的な思想をまき散らし，人

民をして社会体制への抵抗にかりたてようとする

者には5年の禁固刑を科する世間」ことが決めら

;i1たっ

検察庁は，共産党ボカイロ‘ケンタ，ザガ、ツ.／

ク Zagazig，エノレ・マハッラ・エノレ・クブラ el-

Mahalla巴1-Kubra，シェビン・エノレ・クームShe-

binビ1-Kumおよひアプ・クールガス AbuQurqa, 

に支部をもってν、ることを発見した、注14）。

危険を避けようとして，連合の指導者たちは，

i虫ftと共産党とは何の関係もなし、し，しかも連合

は政治に無関心で、あるという言ill日を発表した。連

合の主たる関心は，労働者の待遇をヨーロッパ人

労働者並みに改善することにあった（注15）。

1 （）三4年5月三8H‘11名が裁判所に召換されたっ

こ川なかには，共産党と労働組合連合それに三人

のロシア人の計6人の指導者が含まれていた（注16〕。

かれらは， 6・.1；月から 5年に及ぷ刑期の異たる性

l&WJ：こ処せられた。

共産党の活動が不活発な原因は，歴史的状況の

誤った認識にある。当時は，民族解放運動の段階に

ふり司民族ブ？しジョアジーが指導力をもって，，、fこ

〔共］で〕党は，帝国主義に対抗して革命的な小ブ！＞

ジョアジーを包み込んだ民族統一戦線を形成する

かわりに，党を解体しようとする民族ブルジョア

ジーにとって絶好の口実を提供する階級闘争を展

l制してしまつえのである。このとき以降，ワフドは

しきりに労働運動をコントロールしようとした。

（川 1〕 『・＂ 'L・ソハラーム』 1924:13月7日Hize, ：；，」

h：七フ・ p ' 三一ノレの告円んきょ照せよ。

（主2）『＇＇・・ 7ハラーム,f1921 Jj' 8月却［l～24

〔ii3) 同上紙 1921年9月17日。

〔主4）同l机 1921年8月18:I, 

( t 5）同lfli; 1921年8月311l。
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　労働運動に対する民族ブルジョアジーの支配
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UI: 6) Jnll車店 1923 ;, 1 J ；り ~I "' 

C ,l 7）同紙 1924!,' 3 )J 7 li 広のい•！J: に＇ -J ;: 

ヨセ 7 ・ローゼン貞勝ノレ0）告白を参考。

(it二8）こ l!. i土， 1924;f 12.! J 19 fl ＇，『. ・＞・ ハて

ーム』 J ’』；k~., t・’えのn立；0）アラヒア店以t,,≪4LJ｛した 4
のである。アグワニ AgwaniIt, Labour A1onthly, 

Vり12 (March 19'..''..') Pl予空76279. グ）：.，；，：えを ：日 1

·•いる。これには少 L llりがある。（Agwani,M, S., 

Communism問 theArab J,;ast, Asia Publishing 

House, India, 1969, pp. 4 ・5. ー1 参W.i，，よ

(it 9) 『γノL・プハラーム』1923fド3)119 i 1～2411。

c.uo〕 トj1-.,t:~ 192:.l礼一5Jjl l!o 

（注11! 1，日￥］ I毛:I; 1924'.1'12'! ]911 

(il:12) ！日j上紙 1924-l-3月6IJ～27 ,1 o 

（注1:3）刺 i紙 1924;13jl 4 11 

(il:14〕 l"Ji紙 l924ff7 Fl 7 11、

(il:15〕 Ii'•］.［：炉、 1924今 3 月 10ii 0 

〔，116) 6人のu1芸者、， rム ド・ドス

γ ノし・ウラービ－ Mahm百dHosnl al-Urabi，アント

ヶーン. ~ J：ーン Antiinlvlarun, a ソ曹 1 ・7 ん・

γfデ fフ日afwanAbu! Fat’h, .-r. ., .、 h ハ；・イ

ブラーヒーム el-ShahatIbrahim，および2人ハドシ

アヘイソ 'j2. ・カゾノェ IbramCatzとノ、 f:.., ・勺

ン ’レ・， Hill，・，1Zanbergであ、f：ち

TV 労働辺動に対寸る民族デノレジョ）

ゾーの支札i

EJ乙4年4}3，前替察幸；長でワフ i:・中！人委員会の

書記長であるアブドウ ’レ・弓ブゴ－：・ i ＇’ブ

ミAbdul-Ra}:irnanFahrni によって新、～ベ：：働組

合連合が創設され犬。しかし，ワフド党内閣は労

働問題の解決を図ろうとしたのではなかった。し

かしながら， 1924年11月，連合はりフド党内閣の

辞職後ずぐに解一体されたっ

これまでの三（）年間にわたって続L、てきた毅 fギ

リスの歴代の政庁は労働運動を敵視してきたコ警

察当局は労働組合を攻撃し，集会を禁止し，労働

組合の活動分子を逮捕した。共産主義者幹部の幾

人かは細胞の組織化に成功したけれども，その話
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動範囲t土侠く，メンパ－；;t,J、デyレジョア知誌人に

かさうれていた。かれらiま，ワフドの中道どいう

不拾の病いを恰癒したあとでワフドを支配下に組

みこんだ革命的労働者E誌を創設するという思想に

ふりまわされてしまっていた。

30半代早々i己発泌され之綱簡は，エジプトにお

:tる日帝国主義・ j之封建主義革命の直法的かっ緊

急乃 ll的；土，帝国主達者のきずなの破壊と反酌主

義的王制の打倒，エジプトの発全独立，終民革命，

l日8時間労働，労働者の待遇の徹底的な改善，

ソビエト型の労農政府にならった労働者階級と農

民1::. .tる革命的で氏衆的な独裁を確立十るこをで

ある （,J, 1、と立言Lてヤる。

1 •. hしそれは七くの理想、はすずず，共産主義

の細胞は労働組合と効果的なコミュニケーシ日ン

をもっていなかった。これとは反対に，民族ブ、／レ

ジ百 Fジーは連合を設立し指導するこどによ叶て

労｛蜘丑合企支配しごL、たっ幾人かの知誌人たち，

そj〕大；脅1；分が弁護士であるが、かれらね労働組合

をある一つの連合体に統一するのではなくて，最

初に連合を創設し，次に労働者たちが自分たちの

政治団体を支持するための基盤としての労働組合

を組織化lよラとしてU、た。それは労働湿合運動

の反！滑に行けゐ珍がな現象であったn

と三ろが19'.iO年4月，ワフドはとの種の連作の

設立に成功した。有名なワフド党員であるアジー

ズ・え yレハム AzizMir~am は，労働組合総同盟

を和Ltfilした。このfit同盟は，アフ£ァド・モハメ

ァに・アザ Ahmecl恥1ohamedA日haとフスニ－

L. ,, .シヱンヂイ十ウイ Husniel-Shentinawiと

いうワフド党員の弁護士によって統率されていた

（注2〕。

同時に，大地主で立憲自由党のメンメーでもあ

るダ！うード・ヲティ -lDawud Ratib Beyが同じ



973010029.TIF

名称の連合を設立した。この連合によって，申告重

労働者ムとカイロ市行政ft＇；；！羽，：；；!Lミ者と理千nwのため
に三つの労働組合が設置された。 この、主frl士、地

主や中流上層階級の利害と共通性をもゥた間体で

あり，労働者階級の支持を利用すべきであるとい

う考えをその），し礎としてし、た小である。 1930乍12

月， こしつ述｛；－の評議会におけるワフ rJ.r:日 ダ

ウー lご・ラティブを追放し， 王室の一良でワフ

ド党員の支持者であ芯ア、、ノノ＇＜－~，（，・ハリム息子

Prince Ahba~ Halimを述 ｛；の会長仁U:ゐ l討した

Ut:l ＼それから 1 カ月 f~ ， yフメッド・モハメソ

ド・アガによって統率されたりフド党の連合は，

アッノξース・ハリム皇子の連｛；－に合併に 1 7フド

党の知識人／：τt）は相談役としてj舌躍したd1, 

シドキ SidqiPasha内問（iE5 Jは， ワフドの影

響を受けたこのような連合に対し非常な敵躍を示

した。 Em；レ3月151:l，γilf；工連♂合を1rfiギし方働

組合の布蒜n・ j℃ちを逮捕した。しかし， 7Jlになる
と連合は，マドリッ！ごの悶際労働組合連合（!FTC)

の会議に京湾総長のイ－／与とム・ザイ 1 ・エッ・

デ、インをiJ1<i¥';Lた。かれは，〔その席でJ，二〈プト

政府の敵対行為と t ジゥvトにおける労働組命の弾

圧を訴えた。会議は，エジヴ。ト政府に抗議をし，

イギリス労働党内閣のfit，介を妥請し，：，；同組合の

事情調交のために〔IFT(i 事務総長ウ十ルブー・

スカベンリス WalterScavenlisを派置すること

を決定した（注目〉。

労働組合運動の危険を軽減十る試みとして、政

府はエジプトの労働状態を研究し労轍誌の草案を

つくるために国際労働事務局の局長代理パトラー

H. B. Butlerを招聴した2 3らに，政ffI土内務省

所轄の労働i,bを設置した。しかし，労働法ρ；切i定

はなおざりにされていた。

労働組合は，官憲による敵対行為のみならずブ

ノレジョアジーの指導権についての論争にも悩まさ

アッパース・九リム皇子は労働組合絵、日間

：二対するワフだの影響を回避しよ行とした。

れた

しか

し， 1935午2月にワフrは労働者最高会議という
名称、の別の連合を設立した。アッパース・ハリム

tこと，，て統率された連合に所属し Cv、たほとんど

のつ；働組合が析しいワフド党の連合に加入してい

った。両者は，待遇改善のために闘うどころか，

お五いにいがみ舎町ていた。かくで，両者は瞥繁

Jて恰好の餌iをとなり， 多数の労働組合が解

その指導者たちが逮捕されてしまっ体させられ，

fこ（注7〕。

〆！レジョアジーの指導権に閣して論争がおこ，ラ

ー1唱、るにもかかわらず， 1935;F11月；こエジブ 1, ,' i 

労働者階級は1923年憲法の復活を要求するデモに

参加した。労働者階級は，学生と行動をともにし，

［三HI]とイギリ正＇， lf！とi主義に対抗 jる民族戦線を

，，比するよう諸政党にl王力をかけた。

功して，憲法は復活した（注8）。

この運言動がi,X.

J9:l6年，労働ストライキが全国に波及したc~

エジプト資主主義とヨーロ、ソバ資本主荘と

の蜜月期であった。いくつかの株式会社が，

lkf；エ，

とく

に織物工業の分野で設立されたが，労働条件はか

なiJ：邑いものであソ／ヒ。 1935年（こは， 一定年以

あいJで職に就ャた.lf,J；合に退職金を支給することλl

布告された。企業家たちは，退職金の支払いを避

けるために，労働j者I 数カ月膳用したのちに解雇

－｝；こ？ことをつねど Lていた。生計誌が増加してL、

川，－：＿ ｛， かかわ九千，賃金は引き下げられ，労働す

は生計を維持できなかった。

経済的諸要求の：Jミ現に向ってストライキを打つ

ことのできる能力ある連合が， 欠如していたため

に，ストライキの大半は暴力的となり，労働者た

ちは機械や工場を破壊した。警察は， アル・ハワ
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　共産党組織の復活
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ムデイ一ヤ乱J.Hawamdiyaの労働者とアレキサン

iごリアの輪送！殺関労働：荷iこ抗i}j'lをあび

悲惨な労｛効条件と，当局や企業家の敵対行為の

ために，労働組合主義者たちは政治団体の影響を

受けない連合を結成せざるをえなかった。 1937年

の9月iこ，若干の急進派労働組合主義者ーた九J九

連合を組織し労働党を結成ナる目的で， I労働運

動組織団体」を設立した。有名な共産党労働組合

主義者であるそハメッド・ユーセフ・ LIレ・メッ

グリク MohamedYousef el-I¥'Ieddarikがこの団

体のリーダーであった。

王室の支持を受けたアッパース・ハリム息子は，

労働組合運動（（）指導を継続すみ意図を間人かにし

た。

1938年3月，労働運動組織団体にいるア、yパー

ス・ハリム息子の代理人たちは，かれを「ニιジプ

ト王国労働組台総同盟j 二れは， 3＇.！の組；＂；－ fこ

よって構成されているJ の会長の地｛むこ選出し

た。その 1カ月後に，急進派のメンバーはハリム

皇子を免職L，かわりにアレキサンド IJアの織物

業者であり議会のメンメーでもあるモノ、メ I f • 

エル・ディミルダッシュ Mohamed 巴1-Dimirdash

を会長に選任した（注10〕。

1930年5月お R，総[riH¥(l.は急進派のおう!'j,_(T)もと

にデモを組織L，労働組子？の承認・労働災害に対

する補償・労働時間の短縮・最低賃金の固定およ

び失業問題の解決〔注Iりなどを要求した。政府は労

働条件の改jキを約束したが，一年経って千〉何ら積

極的政策がみf》れなかっえ。

1939年6月13日，総同盟は政府が労働組合承認、

法令の草案を議会に提出するまでハン←グーストラ

イキを開始した。政府t土議会に草案を提出－t_l:-.s,・る

を得なかった。議会のメンバーは大半が中産上層

階級，企業家，地主から構成されていたので，こ
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の法令が議会を通過するのは困難であった位12）。

拾｜司盟が発表した綱策では，労働i制及は政治団体

や政治家に頼弓ことなく労働条件の改善に向って

闘争すべきであると宣言している。しかし，第2

次世界大戦の勃発や戒厳令の布告は，政府に対し

ご｛がi］盟の解散とその指導者の逮捕に絶好の口実

をJ子えた【注13),,

OU〕 Agwani,op. cit., p. 8. 

（注2) 『アル・アミノレ・アル・ミ九ノレ』 1930年5

I I 261] 0 

( ,I 3) t出g,op. cit., pp.同－8リ
( ii: 4 ) Ibid., p. 91. 

(ll 5) 1930年6月に，シドキ・パシャは首相の織

に就いた。 10月には， 1923年窓法を燦繁し，知識人t,

；ご中・大地、つ，－＼，！；，：に投票権をι2めどりI］の憲法を公｛「）

～犬衆は， lな＂：1rnを得られれ ＂っドは政権主 j寸

ることができなかった。

〔I主6) Badaoui, Zaki, Les Problemes du Travail 

t't 1,・s Organisat io川 Ouvrie1・sen Fgypte, Alcxan幽

dr ie, 1948, p. 29 

(17〕 拙治、 ψt:it. pp. 95-102. 

(il 8) Abdul-Rahman al-Rfi, Ji A’qab al-Thル

wrat el-Misriya, vol 2, pp. 202-212. 

( , i 9) Sayed (landtl, Niqahiyati, al-Risalat ul-

l..'m111aliyat u{-,lu/<1, Cairo, n. d., p. '11. 

「，110) 拙二cl'r,op. cit., pp. l06-1川．

(ltll) 『アノレ・ハヲグ （Al-Balagh)JJ1938年5月

8 II夕刊。

: : 12) Badaoui, op. cit., p. 42 

( 113) 拙布、 op.cit., p. lOCJ. 

V 共産党組織の権活

議2次世界大戦はエジプトの工業iこ大きな事I］；吹

を与えた。輸入の急激な縮少がれなわれたのみな

らず，エジプトに駐屯していた連合国軍隊の巨大

な出費は工業生産物の需要を大いに促進させた。

約三（）万人のエジプト人一ーそのうち 8万人は熟

練・半熟練労働者一ーがイギリス箪の作業場また

は基地で雇用されていた。また，中東補給センタ



- The Middl巴 EastSupply CenterがU、くつか

の主要な工業を援助した。数種の工業，とくに織

物業，食糧貯蔵業，化学工業，ガラス工業，皮革

工業，セメント工業と他の建築資材業，石油工業，

そして機械工業などが拡大する一方，野菜の乾燥，

樺詰，ゴム製品，ジュート加工，部分品および道

具類の製造，そしてとりわけ多種多様の化学と薬

品など新しャ諸工業が設立された。

戦後3年間はエジプト工業の繁栄期であった。

外国製品の輸入は制限され，潜在的な需要が生産

量を高く維持していた，否あるときには生産量を

高めていた。新しい機械が大量に輸入され，多く

の工場が再装備された。 1949年までには，外国製

品との競争があらゆる部門で大きな比重を占め始

めた。在庫品が累積し，操業時聞が減少し，いく

つかの工場は閉鎖の止むなきにし、たった。朝鮮戦

争の勃発は，綿花価格の上昇とそれに伴う国内購

買力の増加，および外国製品の競争力の減少とに

よって，エジプトの工業に新しい刺激を与えた。

しかしながら， 1951年までにこれら両方の刺激と

もそのエネルギーを澗渇し，数種のエジプト工業

とくに織物業と建設業が再び営業不振に直面する

ことになっfこ〔注1〕。

それゆえ，戦時中には労働力需要が増大しつつ

あり何千とU、う農民が都会とくにカイロとアレキ

サンドリアに職を求めて移動した。イギリス軍の

作業場と工場が閉鎖され，失業問題と賃金引き下

げが発生した。一方では，生計費が第2表（注2）に

示されるように急激に増加していた。

ところで，戦争終結までにエジプト人労働者階

級は悲惨な状態となった。 1942年に労働組合承認

法令が発布され労働組合は登記されることになっ

た。労働組合はストライキを打ち，当局側に対し

政府機関労働者のための法律を発布させることに

第2表 (1939年7月一8月＝100%)

年次（12月） 卸完物価 生 言十 費

1 9 3 9 122 % 108 % 
1 9 4 0 143 122 
1 9 4 1 183 156 
1 9 4 2 251 215 
1 9 4 3 292.7 257.2 
1 9 4 4 330.3 292.2 
1 9 4 5 333.4 290.5 

成功した。かくて，民間部門における労働者の主

要な要求と政府機関労働者の要求とは同じものと

なった。

エジプトでは戦時中に共産主義運動の復活がみ

られた。マルクス主義者の研究サークルがカイロ

とアレキサンドリアに生まれた。そのうちのし、く

つかはトロッキストで，他はスターリン主義者で

あった。前者のサークノレは，サラー7 ・ムーサ

Salama Musaによって編集された月刊誌『アル・

マジァッラ・アル・ジャデイーダ』 Al-Majallaal 

j山 IidaC新月刊）で活動した。後者のサークルは，

二つの異なった名称，ハラカト・ウノレ・アブハス・

アノレ・イルミーヤ Harakatul-AbJ:iath al-'Ilmiya 

（科学的研究の動向）とラジュナト・ナシュル・アル・

サカファ・アノレ・ハデイーサ LajnatNashr al-

Thaqafa al-Haditha （現代文化普及委員会〕を持っ

ていた（注3）。これらのサークノレの現在までの歩み

は錯雑をきわめている。

1942年に， ＂＜ Jレクス主義者の研究サークルから

二つの政治グノレープ，フランス系ユダヤ人の大富

豪の後育であるアンリー・クリェHenryCurielに

よって統率されたエジプト民族解放運動（MELN)

と， ヨーロッパ系ユダヤ人ヒッレ1レ・ミユパルツ

Hillel Schwarzの指揮するイスクラ Iskra－一ーそ

のメンパーはともに30人足らずの知識人たちであ

った ーとが発足した。二つの党派のあいだにあ

る見解の相違は，主として，エジプトにおける共産

主義運動の実践問題一一共産主義運動は大衆運動
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にまで発展させるべきか，あるU、はむしろその初

1努段階の中；宇古j)i毛成に徹するべさか？ i:. I 

政治的な「戊灼度を引さF：十、之与ことにf仁え3；「！もど

も，運動の隊列のなかに土器エジゾト人を多数組

み込む努力をすべきであるか？← が中心となっ

ていた。これらの点についてω論争は長年泣いたo

MELN i土， 党の細胞をは守けれ｛立と考え／二，＇）：こ対

し，他方 Iskraは幹部湊町立にプJ点を前川、ていた。

MELN は 「エジァ。ト巾！と「フ。口 νタリア

化j のためト二i成った。他方‘ r~kra は， J\l {FJ）状

況下では幹部はほとんどインテリゲンチャそれも
マイノワティー

しばしぼ少数民族にすべきであり，かつ党の共産

主義的性怖を弛綾させふ I：ニな要素を’！二.h/ii十人

為的な試みitit［けられ;j,1！どなムないと七；UL／乙。

1943年9月，MELNメンパーの多数の者が，タハ

リーノレ・アノレ・シャウブ’fa]:iriral-Sha’b C人民の

解放〉として知られる新しい組織一一これμ：追の

ヱジプトイじω必要性を強；J』している？ とd立し

たとき，〔問者の間には〕なお一層の亀裂が生じた

（佐1〕。

1943年におけるソビ‘ヱト連邦の政治iごの ij＼，忍そ

していわゆる民主主義陣営との同盟は，エジプト

における共諜主義運動の発展に絶好の機会を提供

、ィトヂ
~，」。

1943年土 l1H5年の間に，主としてア？／キ 1しンド

リアを中心とした学生や知識人のワフド党員のグ

ループ。から構成された共産主義グループが，アッ・

タリーア、一 At・Tali’孟 Cii(J待むを設立した。他ゾヅ、

たちは二つのグループ， ず 2レケス主義行；：ij溺1,,J盟

Th巴 MarxistLeague Citadelleとアノレ・ブァグ

／レ・エル・ゾャディ－ J:' Al-Fagr el-Jadld i新察

隊J)を結成した。 MELN灯、タトでは， こ,jl ＼＇）のゾ／レ

ープはいづれもさほどたくさんのメンパーを抱え

ていなかった。しかし，このことはグループ聞の

30 

激烈な議論を回避させることができず，さらには，

:Jt産主義組織におけるプロレダリアートとイシ千

,I ＇／＞チャの川対的重要性の問題をめぐって勾•＇，

プ間の分裂はー）醤進行していった（注5）。

このような論争が行なわれていたにもかかわら

f. !t産主義組椛は労働組合のた灼の連合を組織

Lてρ：；＇；働組合直前りを支配しようとした。 194山三、勺

承認法令によって労働階級は連合を組織できなく

ic ・，た。巧妙にt司労働組合は「評議会jとL' ・', 

t,H、で連合を組織Lようとした。 l()44年12月， I¥'.:

間部門の労働者に対して政府機関労働者と同じ労

働法の発布を求める労働者の闘争を組織化するた

灼に‘ 「会社および弘的機関労働組合評議会jカム

チfイ口の25労働組l｛＇；－によって設立された。MElぶ

の労働組合主義者幹部がこの評議会を指揮した。

1945 年 9 月に， ~,fELN 幹部として有名な 3 人の

〈ンベ一位引の／／［＼）宝団が，パ I］で問hれた W F. 

T. ¥ 1.の会議比五rm会の代表として出席した。
同時に，アノレ・ファグ／レ・エル・ジャデ‘ィード

aト円以rel-Jaclid共産主義組織ι可 労働組合連世j
を〆し平しようと Lていた。 19J'.lip3月30日，ヲ；｛到

組合が会議を召集され， W.F.T.U.会議におけ

るエジプト労働組合のもう 1人の代表に「新書官明J

u1ff f1な幹部モハバッド・ユ－－t：フ・エyレ・ d、ノ

ヅリケを選出した。

しかしながら，会社および私的機関労働組合評

議会の方が，労働運動に一層の影響力を持ってい

たじ 1946年5月1~j ，評議会民労働組合を召集し司

なi西））迅合のたcf、川弘同盟としてユジプト労働組合

評議会を設立する討議を行なった。警察はこの会

を慢止するとと巴失敗した。方、くて，評議会が

n'z立され位7），労働状態の改誌のための労働者の

闘争を組織した。

カイロ郊外のシュブラー・エノレ・ヒーマ Shu.bra
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Agwani, op. cit., p. 32 ｝
 
に口L
 

級への助言Jと題する小1母子で連｛＇；－設立の計画案

この計画案比 lCJ5 l年末に設立

主れた「エジプト労働組什総同盟？事前委員会Jの

Yーハ David

Moha・ 
を発去したく注11)。

ヘ・「 .・L ・カリ

基礎となった。 1952年 1月27日の会議には，総同

盟設立の討議のために，労働組合を召集すること
（注8) Ibid., pp. 118-133. 

（注9〕 Laqueur,op. cit., p. 44. 

Lパ10〕 Agwani,op. cit., pp. 45-46 

( ,J 11) Yosin Mustafa & T¥foham吋］弘t'hi,al-

,Va;'i[1ai! al Ummal Ji Mi子r,Cairn, pp. 14-'.?2. 

(112) /1！著， op.cit., pp. l:Hi HO 

1月26日早朝のカイ

左翼分

しかし，

口焼打ち事件の直後に戒厳令が布告され，

子が逮捕され，会議開粧の望みが絶たjもたG

準備委員会は，カイロ＃t打ら$｛＇1：をJド難した「エ

が決められていた。

Agwani, op. cit., p. ,18 
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最後に，20世紀前半は，エジプトの企業家精神の

；主汗L「、 fよ;jゐvラた労働者階級と（，＇）干「 5「ii:を特徴とする

i、♂ヲで志〉、／こ。労働組合を支l雪己Lrヒうと Lた民族

'cニ、士1づ，ジ一の試みは，労働条件，7)改苦と階級

意識の覚醒に対する労働者の闘争を妨げることと

なった。また，エジプトの共産主義者は，時代の性

格を誤認し民族解放運動の時期と判断してしまっ

な労働条件や政府の敵管に辛苦せね発生じ

ジ－；／＇ト人およびエジプト人労働す階級のために」

と贈する声明文を発表し，暴力と紛争は帝国主義

の目的に適うものであり，イギリス軍撤退のため

には積極的な闘争を組織し民族的結束を固める以

外に道はないと宣言した世間。

りイロ焼打ち事件は，当局の権「伐を央遂させた。

結染において，共産主義とムス 1）ムr.,J胞団がエジ

戸トにおける政治権力の当然のおかl¥1＼として現わ

かえって共産党を排除しようとする民たために，

主義という革命的潮流に合流させることに成功し

ていた。しかも，エジプトの腿史におけるこの最

も決定的な瞬間において，そのイニシアティブは，

L、かなる政治的イデオロぞーとの刊びつきをも用

心深く避けていた自由将校団の掌中にあった。そ

民族主義の大波を反帝国れてきた。共産主義は，

&1;-l 1cジョアジーに絶好の口実をふたえてしまっ

た1 出2；欠l吐界大戦中に運動がi尉汚したとき，共
マイ＂ 9ティー

産主義は知識人と少数民族にer:神経を集中L労働
自由将校匝が195＇.！午 7月三：：11に遂行した革

エジプト政治体制の全体的状況を徐々に変

しど，

命トt,

し

かし， 1950年末に共産主義運動のエジプト化が実

現したときになって，労働組合の組織化と階級意

しかしながら， 1952識の覚醒とが可能となった。

質させる（注13）と同時に，

運動の歴史に新時代を画するものであった。

〔注1) Issawi, Charles, Egypt at Mid-Century 

An Economic Survey, Oxford, 1954, pp. 141-142. 

(l l. 2) National Bank o{ hψt 7898-1948, P. 

7S. 

者を組み入れることには注意を払わなかった。
エジプト労働組合また，

午7月三九日の革命は，共産主義運動の解体を招き，

ヱジデトの政治構造を変質させた。

( i卜おt」〕 アラビア語のアルア γヘソ i／＿；；；己ι原文
もこと』こしfこ。

(°r. R田山b日 medカイロ大学講師
（現在当研究所客員研究員〕。近代史専攻
木村喜博・調査研究部

C 11: 3〕 Ruzal-Youse_/; No. 99科，..,: ]i Jミ“al-Tha’－

irunala-Misr.” 

( /I令 4) Lazueur, '¥V. Z., Com11m11ism and ,Vati-

onalism in the .~1iddle East, 3rd幽ed,London 1961, 

pp. 42-43. 
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(I fi) 二の 3人は，ダヴ介

N日h日m, 1ハメヅド・アプデ L ． 、II.ー＼
med Alxliil Halim，ムラード・ l

rムービー MuradIlias el-Qaliublであった。

（住 7）引II持， ojう.cit., pp. 118-126. 
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